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【要  旨】  
 虚血性脳血管障害の二次予防や急性期治療のための抗血小板薬として                                    
phosphodiesterase type 3 阻害薬と血小板膜糖蛋白（ GP） IIb/IIIa 阻害薬  
が注目されている．本研究では，微小循環モデル（ MC-FAN）を用いて，in vitro                                     
 におけるシロスタゾール， GP IIb/IIIa阻害薬である FK419および tirofiban 
 の血液レオロジーに及ぼす影響を検討した．  
 健常人より採取した全血にシロスタゾール 1〜40μM， FK419 10〜 1000nM，                                    
tirofiban 10〜 1000nM を加えて preincubation 後， adenosine 
5’ -diphosphate（ ADP）1μM，血小板活性化因子（ PAF）0.1μM または                                     
N-formyl-methionyl-leucil-phenylalanine（ FMLP）1μM を添加し，100μl 
の全血通過速度（μl/秒）を MC-FAN を用いて測定した．                                                    
  シロスタゾール， FK419，tirofiban投与群ではいずれも全血通過速度は対  
 照群に比し速く， ADP， PAF， FMLPにより障害された血液流動性を改善したと  
 考えられた．  
 ADP は血小板のみを活性化し， PAF は血小板と白血球を活性化し， FMLP は
白血球のみを活性化するため，シロスタゾール，FK419，tirofiban は抗血小
板作用のみならず，抗白血球作用も有する可能性が示唆された．                                                                                            
                                                                                                                                                          
